
◆日時　平成２８年１０月１４日（金）　１８：３０～２０：００　　　　◆会場　荘内病院　３階　講堂

◆参加人数７２名　　　◆アンケート協力者　６７名　　（回答率９３％）

【内　容】 １． 事例・取り組み紹介

①「介護施設における看取り～多職種連携のもとに」

特別養護老人ホーム　ふじの花荘　主任介護員兼介護支援専門員

　奥山　由樹　氏

②「進行がんの利用者と家族の状況変化に応じた在宅の関わり」

　 鶴岡地区医師会　訪問看護ステーションハローナース　理学療法士」

　本間　美佳　氏

　　　　　　　　　　

２． 講義「看取りのケア」　鶴岡市立荘内病院　内科・緩和ケアチーム医師　和泉　典子氏

【１．あなたご自身について】

【年齢】 【性別】

【参加者の主職種】

【勤務場所】

0歯科医師
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7
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訪問看護ステーション
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歯科衛生士

1栄養士

介護福祉士

9

1

0
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特別養護老人ホーム

グループホーム

有料老人ホーム

ケアマネ

70歳以上 0

薬剤師

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

医師

無回答 1
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看護師
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【経験年数】

【２．この研修会は、 【３．事例１「介護施設における看取り～

全体的に役立ちましたか？】 　 多職種連携のもとに」

は役に立ちましたか？】

【４．事例２「進行がんの利用者と家族の状況変化に 【５講義「看取りのケア」は

応じた在宅での関わり」は 役に立ちましたか？】

役立ちましたか？】 　

【６．「緩和ケアを学ぼう会」は、あなたにとってどのように役立つと思いますか？】（複数回答有）
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無回答 2 役に立たない 0

無回答 2

1

7

7

3

4

4

67

2%

16%

24%

21%

10%

10%

5%

6%

6%

経験年数

経験年数経験年数

経験年数

0-1年

1-2年

3-5年

6-10年

11-15年

16-20年

21-25年

26年以上

無回答

55%

39%

2%

0%

0%

4%

とても役に

立つ

役に立つ

少し役に

立つ

あまり役に

立たない

役に立た

ない

無回答

1人

人人

人

17人

人人

人

35人

人人

人

50人

人人

人

53人

人人

人

緩和ケアや看取りに関する他施設・他職種の取り組みや経験を知る

緩和ケアや看取りに関する医療について学ぶ

他施設・他職種との連携に関する気づきを得る

他施設・他職種と顔の見える関係になる

無回答

42%

43%

10%

0%

0%

5%

とても役に立つ

役に立つ

少し役に立つ

あまり役に立た

ない

役に立たない

無回答

39%

49%

9%

0%

3%

とてもわかり

やすかった
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かった
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た

無回答

66%
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0%
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【７．希望する講義内容について】（複数回答有）

【８．「緩和ケアを学ぼう会」の形式について希望する内容は？】（複数回答有）

【９．この研修会に今後も参加したいですか？】 【１０．研修会の時間はどうですか？】

◉

◉

◉

§ご意見・ご感想など自由記述§

§ご意見・ご感想など自由記述§§ご意見・ご感想など自由記述§

§ご意見・ご感想など自由記述§

無回答 2

67

和泉先生の講義は心にグッとくるものがありました。とても良かったです。ありがとうございました。（居宅

介護支援事業所　ケアマネ）

看取りの際胃瘻のほうへの栄養調整に苦労しています。家族の説明や職員間での意見が揺れ動く。生き

てるのに栄養を入れないことに抵抗があり、結局ご利用者の苦しみを長引かせてしまっているのかもしれ

ないと感じています。経管栄養の方のみとり開始時期が難しい。量の調整等もっと事例をお聞きしたい。

大変勉強になりました。ありがとうございました。（特別養護老人ホーム　ケアマネ）

地域全体にとって大切な取り組みであると思います。いろいろ大変とは思いますが継続した取り組みをお

願いします。（診療所　医師）

0 67

そう思う 34 長い 4

少しそう思う 2 短い 0

無回答あまりそう思わない0

とてもそう思う 29 丁度良い 62

1

そう思わない
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0%

1%

ちょうど
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1人

人人
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人人
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人人
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人人

人

28人

人人

人

33人

人人

人

39人

人人

人

終末期の患者・家族とのコミュニケーション

終末期の患者・家族の意思決定支援

がん患者における痛みなどの苦痛症状の緩和

抗がん治療概論

グリーフケア（大切な人を失う悲しみのケア）

看取り期の患者と家族への治療やケア

その他

3人

人人

人

4人

人人

人

11人

人人

人

39人

人人

人

50人

人人

人

多職種からの経験事例発表

医師や看護師からの緩和ケアや看取りに関する講義

自由な意見交換・交流を含む

ロールプレイや実技など体験を含む

無回答

43%

51%

3%

0%

0%

3%

とてもそう思う

そう思う

少しそう思う

あまりそう思
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◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

自分のありのままの言葉で伝えてくれる先生の話が良かった。事例についても、結論のみならず本音が

会ったら良い。（居宅介護支援事業所　ケアマネ）

利用者の家族から「この人はこれからどうなっていくのか」と聞かれ、自分もわからず困ったことがり、和泉

先生のお話の内容がすごく参考になりました。（訪問看護ステーション　理学療法士）

改めて対人、信頼関係を気づくことの大切さを感じた。勉強になった。（訪問看護ステーション　理学療法

士）

看取りの状態はご家族の状況に対する配慮が本当に大切であることが理解できました。地域の中で、現

場で一番関わりの多い介護職が「緩和ケアを学ぼう会」このような学習の機会は本当に重要な取り組みだ

と思います。緩和ケアのの学習会ですが、介護の仕事全般に役立つ視点、考え方を学ぶことができたと

思います。今後とも継続してこのような学習の機会をよろしくお願いします。（訪問ステーション　作業療法

士）

多職種ではあるが思いは同じなのだと感じた。このような会に参加したことで職種は違うがいろいろな工

夫や考えを聞くことができとても良かった。（グループホーム　介護士）

とても勉強になりました。施設で活かしていきたいと思います。ありがとうございます。（グループホーム

ケアマネ）

地域の人材を活かしていただけるよう講義を開いてもらいたい。（特別養護老人ホーム　ケアマネ）

ご家族の意志決定支援が難しいと感じています。「決められない。わからない。はじめてで」等（グループ

ホーム　その他）

終末期の家族の不安に寄り添い傾聴する事の大切さを改めて学ばせて頂きました。（居宅介護支援事業

者　ケアマネ）

看取りに関して初めて知ったこと、なるほどなと思った事がたくさんありました。普段は介護保険が主で

サービス調整等で利用者に関わる事がほとんどですが、医療、施設従事者以外でも業務において活かせ

る部分があったのでとても勉強になりました。対人援助における根本的な部分は共通しているという事、

医療と介護の連携の重要性を実感できた時間でした。ありがとうございました。（地域包括支援センター

相談員）

傾聴のポイントを詳しく教えていただき気づきになりました。ありがとうございました。（訪問看護ステーショ

ン　作業療法士）

様々な職種（ヘルパーさん、薬局、介護）の方に看取りケアのお話を聞いてもらいたいと思いました。良い

お話でした。特に、ヘルパーさんに「どう接していいかわからない」と言われて、自分の言葉で〔例えば今

日聞いた内容なども）話しても通じないというか、理解しづらい事が多いようです。自分たちの価値観で話

を聞くので難しさを感じます。実際の体験談や先生のお話だとすんなり納得できるのかもと思いました。

（地域包括支援センター　ケアマネ）

今、私の施設でも看取りになっている利用者がいることでとても勉強になった。本人の意向を一番に考え

ながら（家族）対応に当たりたい。食べなくなっているが自分の考えで物事を進めないことが大切。考えが

まとまらないがとても参考になりました。〔特別養護老人ホーム　介護福祉士）

「「「「緩和ケアを学ぼう会緩和ケアを学ぼう会緩和ケアを学ぼう会緩和ケアを学ぼう会」の様子」の様子」の様子」の様子


